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水安全計画の位置付け 

＜ハード関連＞ 

  

 ＜ソフト関連＞ 

水道施設耐震化計画 

水安全計画 

水道施設再構築計画 

水道施設更新計画 
いわき市水道事業 
   経営プラン 
 

・基本計画 
・中期経営計画 
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＜総合的な計画＞ ＜個別計画＞ 
(検討手法) 
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映 
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・水道水の安全性を高め、市民が、安心して 

 おいしく飲める水道水を安定的に供給して 

 いくため、水源から給水栓（蛇口）に至る 

 統合的な水質管理を実現する計画 

 

・食品製造分野で確立されているＨＡＣＣＰ 

 （ハザップ）の考え方を導入 

 ※ＨＡＣＣＰ＝総合的な品質管理システム 

水安全計画とは？ 

３ 



① 水道の水源を保護するため 

   「いわき市水道水源保護条例」を制定 

  ※ 国による水源保護に関する法整備は無い 
 

 ⑴ ゴルフ場及び廃棄物最終処分場を対象 
 

 ⑵ 水道水源保護地域を指定（市内の約６１％） 
 

 ⑶ 排水基準の設定 
 

 ⑷ 促進事業の実施 

水道水の安全確保の現状１ 

４ 



② 水道水の安全を確保するため 

      「定期的な水質検査」を実施 
 

 ⑴ 水道法で義務付けられている５１の水質 

  基準項目の検査 
 

 ⑵ 同基準を補完し、国が検査の実施を要請 

  している２４の水質管理目標設定項目の検査 
 

 ⑶ 市独自に必要と判断した１６項目の検査 

水道水の安全確保の現状２ 

５ 



③ 水道水の製造、給水するため水質計器を 

 使用し「モニタリング（監視）」を実施 
  

 ⑴ 水道施設（取水、浄水、配水）の各工程の 

  管理点で、水質計器を使用し測定 

 ⑵ 測定項目としては、濁度、ｐＨ、残留塩素 

  等の水質項目と水位、水量及び水圧 

 ⑶ 通信回線等を使用し、多くは浄水場で２４ 

  時間、３６５日の監視 

水道水の安全確保の現状３ 

６－１ 



④ 放射性物質の水道水への影響が無いこと 

 を確認するため測定を実施 
 

⑴ 放射性物質の混入を監視するため、浄水（浄水 

 場出口）において、基本的に週３回の頻度で測定 

 ただし、地表からの影響が無いことや同一水源を 

 使用する２つ目の施設については週１回の測定  

⑵ 定期的な水質検査においては、市内３８箇所の 

 原水、浄水、給水を月１回の頻度で測定 

⑶ 測定結果については、ＨＰで公表 

水道水の安全確保の現状４ 

６－２ 
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保護：条例に基づく水道水源保護地域 
定期：定期水質検査 
毎日：毎日水質検査 
ＭＰ：モニタリング(監視)ポイント 

７ 



・ 気候変動によるゲリラ豪雨の多発 

   ⇒ 高濁度水の発生 
 

・ 工場等からの排水流出 

   ⇒ 浄水施設での対応困難な物質や 

     影響が大きい物質の流出 
 

・ 福島第一原子力発電所の原子力災害 

   ⇒ 放射性物質の大気への拡散          

     汚染された土砂等の流入 

近年の水道水源の状況 

８ 



① 水道システムの評価 

  水道供給システム全体が、健康に基づく目標を満 

  たす水を供給できるかどうか判断する。 

② 管理措置の設定 

  水道システムに存在するリスクを特定し、必要な 

  管理措置と監視方法を確立する。 

③ 計画の運用 

  通常運転時及び事故時に取るべき対応の記載と、 

  システムの評価に基づく改善、監視などについて 

  管理計画として文書化する。 

水安全計画の３つの要素 

９ 



① 水道システムの評価 
 

 ⑴ 水道システム（水源～蛇口）の把握 
 ⑵ 把握した情報から想定される危害（高濁度 
  水や油流出の発生、停電、水質基準値の 
  超過等）を抽出し、水質検査項目と関連付け 
 ⑶ 想定危害について、過去１０年の水質検査 
  結果等から、発生する頻度、発生した場合の 
  影響等について検討 

水安全計画の構成１ 

１０ 



② 管理措置の設定 
 

 ⑴ 検討結果に基づき想定危害の関連検査項目 

  の段階別（レベル１～５）管理基準値を設定 

 ⑵ 段階別の管理基準値超過（逸脱）時の対応 

  （管理措置や監視方法）を設定 

  

 

水安全計画の構成２ 

１１ 



③ 計画の運用 
 

 ⑴ 文書化と記録（日常管理への適用と計画 

  内容の見直しに必要） 

 ⑵ 管理措置、監視方法、管理基準等の妥当性 

  確認と実施状況の検証   

 ⑶ 水安全計画が常に安全な水を供給していく 

  うえで十分なものになっているかを確認し、 

  必要に応じて改訂 

水安全計画の構成３ 

１２ 



 １） 安全性の向上 
 

 ２） 維持管理の向上 
 

 ３) 技術の継承 
 

 ４) 需要者への安全性に関する説明責任 
 

 ５） 一元管理 

水安全計画を整備する利点 

１３ 
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ＭＰ ＭＰ ＭＰ ＭＰ ＭＰ ＭＰ 

定期 
定期 定期・毎日 

      保護：条例に基づく水道水源保護地域、定期：定期水質検査、毎日：毎日水質検査、 
      ＭＰ：モニタリング(監視)ポイント 

水源及び各施設において、想定できる危害原因事象の抽出 

リスクの把握 リスクレベルの設定 

ＭＰ及び定期・毎日水質検査においては管理基準の設定 

逸脱時の対応 

１４ 

運用 ⇒ 相違等が発生 ⇒ 修正・改訂 
 

追
加
・見
直
し
・改
訂 


